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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

対ドル BRL 3.1877 3.1690 -0.0187 3.2730 -0.1040

対円 JPY 32.58 32.64 +0.06 31.15 +1.49

対ユーロ BRL 3.5007 3.4775 -0.0232 3.6575 -0.1800

対ドル JPY 103.87 103.44 -0.4300 101.93 +1.5100

対ユーロ JPY 114.06 113.51 -0.55 113.90 -0.39

Index 63,782 63,506 -276 57,350 +6,156

bps 266.5 262.9 -3.6 267.1 -4.2

% 11.32 11.15 -0.17 12.24 -1.09

% 13.16 13.10 -0.05 13.58 -0.48

% 0.881 0.881 +0.000 0.861 +0.020

Index 189.8 190.8 +1.0 181.6 +9.2

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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昨日のドルレアルスポット相場は、原油相場の続伸を受けてレアルも小幅続伸する展開でした。

米エネルギー情報局が発表した週間石油在庫統計は市場予想に反して減少したため、原油相場は続伸。

連れてレアルも買いが優勢となり、直近レアル高値を超えた３．１６台後半で引けました。

昨日マーケット引け後、ＣＯＰＯＭは全会一致で政策金利（ＳＥＬＩＣ）を２５ｂｐｓ引き下げ１４．００％にすること

を決定しました。市場の一部では、５０ｂｐｓの利下げ予想もあっただけに全会一致で２５ｂｐｓの利下げが決定

されたことは、若干のサプライズと受け止められる可能性があります。声明では、食糧品価格の下落など

短期的なインフレの落ち着きを評価しているものの、金融緩和ペースが加速するには、金融政策運営の

然るべき期間内にインフレターゲット中央値（＋４．５％）の達成を確信できる要因が不可欠であるとし、

①金融政策と経済のたるみに最も敏感であるＩＰＣＡのディスインフレ傾向がはっきりと適切なペースで再開

すること、②インフレターゲットへの収れんに必要な経済の調整実施ペース、を重要な国内要因として強調

しています。ＣＯＰＯＭは金融緩和のサイクルに入りましたが、現在のところ市場が予想するようなペースでの
金融緩和は示唆しておらず、慎重に今後の経済情勢を見極めていくようです。


